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:98飛
騨高山aaca景観シンポジウムーー「まつりと景観」

日時 :平成 10年 10月 29日 (本 )

午後 1時 15分～ 5時

場所 :高山市民文化会館

パネルディスカッション

司  会 i内 丼 昭 蔵
パネラー 浅 丼 慎 平

上 山 良 子

村 丼 康 彦

渡 辺 文 雄

あいさつ

aaca会長

芦原 義信

なかなか面白いシンポジウムです

当協会は建築家や美術家や工芸家が一

堂に会ヒノまして、日本の街並み、景観を

少しでもよくしようという文化庁公認の

社団法人です。本日はこ多忙の中、林田

文化庁長官がお見えくださいまして、こ

れから基調講演をしてくださいます。そ

のあとプログラムにありますようにパネ

ラーの方がたとのパネルディスカッシ∃

ンを内丼昭蔵副会長の司会で進めさせて

いただきます。

このシンポジウムは、もう十年やつて

いますが、なかなか面白いシンポジウム

です。どうか皆様時間の許す限りこ静聴

をよろしくお願いしたいと思います。

1岐阜県知事

(副 f「事代読 )

桑田 宜典氏

人と人とのふれあいの場

本日のシンポジウムは「まつりと景観J

をテーマとしています。伝統的なまつり

から新しいまつりまで、そこには自然ヘ

の畏怖と感謝、人と人との触れ合いの場

が設けられています。そのような人間の

営みと景観というもののかかわり合いを

テーマとした本シンポジウムは誠に当地

にぶ、さわしいものと思います。これから

行われますシンポジウムの中ではさまざ

まな分野において第一線で活躍しておら

れますパネラーの方がたから多くの示唆

に富んだお話がお聞きできるものと期待

しています。

高山市長

上野 守 氏

変貌の時迎え意見を拝聴

今後、高山市におきましフても中部縦貫

自動車道をはじめといたしまして、その

ほか高山駅周辺整備事業など都市景観が

大きく変貌 (ぼう)しようとしています。

このようなときに都市景観や地域文化

についての各分野での著名な先生方がお

集まりになり、今回のシンポジウムを開

催していただく。そのいろいろな意見を

拝聴できることは、これか l~lの高山市の

景観づくりにとりましても大変重要なこ

とではないかと考えております。大いに

参考とさせていただきたいと思つている

ところです。

基調講演

文化lf長 宮

林田 英樹 氏

重点主義、厳選主義からの転換を

一新しい文化財行政をめざす一

文化庁が景観への取り組みを始めたの

は必ずしも古いことではありません。そ

の根幹的な仕事のスター トは古社寺保存

法で、昨年、百年を迎えました。戦後の

文化員オ保護法もまもなく50周年を迎え

ますが、法律ができた当時の日本の状況

からしますと、員オ政的に大変大きな重い

仕事ということで、指定は重点主義、厳

選主義でやつてきました。

しかし、戦後に比べれば経済的にも余

裕ができてきましたし、また、近年、文

化財に対する関心が大変高まつてきてい

ると思います。そういう中で、重点主義、

厳選主義をそのまま続けていく時代では

ないだろうということが共通の理解にな

ってきました。

それで、ちょうど平成4、 5年ころだ

と思いますが、私が文化財保護部長のと

きに、文化財保護制度全般を時代に即し

て見直そうと文化財保護審議会の中に委

員会を設けて検討してもらいました。そ

の報告が平成6年フ月にまとまつていま

す。その報告に沿つて文化庁はどのよう

な仕事をしているかを報告したいと思い

ます。

一つは、重点主義、厳選主義から保護

措置、保護対象を拡大していく。もう一

つは、社会状況の中で

'肖

えていく生活文

化と言われるものや民俗技術についても、

新しい視点で捉え、文化財として保存を

考えていくべきではないかという点です。

三点目は、近代の文化財産をもつと保

護していこうという方向。時代が新しい

ということと同時に日本の近代化を支え_

てきた産業関係の遺跡をもう少 tノ指定し

ていこうと、たとえばダムや発電所、炭

坑などを指定する動きになっています。

原爆 ドームもこの方針により文化財保護

法の史跡に指定し、世界遺産への登録も

実現しました。

もう一つは、いろいろな文化財を総合

的に守っていこうということです。たと

えば、建造物、美術工芸品、史跡を総合

的にとらえなければならなくなつてきて

いるのではないかという方向です。また、

天然記念物などの動植物の場合、動植物

だけを守るのはなかなか難しく、動l■L物

が生殖する環境を守つていかなければな

らないcこ ういう考え方を取り入れよう

ということも新しい方向です。

そllか ら、環境に関する文化員オ保護を

もつと進めなけ llばならないということ

です。建物や史跡、名勝などの周辺で何

か影響を及ぼす行為があつた場合、それ

を制限できる根拠の規定はありますが、

相当な財産的な制限を課すことにもなり

ますし、どんな基準でどこまで制限する

のかというコンセンサスも十分ではあり

ません。しかし、一方で、各地方で、都市

計画や自然保護、地域づくりという観点

からいろいろな努力も始まつていますの

で、こうした動きや各省庁との連携を図

って、文化財の保護を効率的、効果的に

行つていく71/1要性も打ち出されています。

次のポイン トは、保護手法の多様化で

す。弾力的手法で保護していこうという

,■摯
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もので、その一番典型的な例が、すでに

始めている文化財の登録制度です。もう

一つは、ナショナル トラス トを始めとす

る民間活動との連携、協力。また、文化

財を核として街づくりや村おこしを進め

ていかなければならないという言果題があ

る中で、文化員オが集中している地域につ

いては、もう少し面的な保護をしていく

必要もあります。伝統的建造物群の制度

は、その先駆けになるものですが、これ

は地方の自主性を尊重した制度づくりが

取り入れられ、景観、まち並みの保存の

ために大きな役害」を果たしていると思い

ます。高山市の伝統的建造物群の保存地

区は、日本全国の伝統的建造物群の中で

も代表的な保存地区になつていると思い

ます。この高山の活動が日本のモデルに

なる形で進めていただければありがたい

と思つています。

それから、自治省や建設省との連携も

最近始めました。

また、文化財関連産業をもう少し視野

に入れた仕事をしていかなければならな

いのではないかという指摘が強調されて

います。産業振興のための予算はとれま

せん。しかし、ス トレー トには難しくて

も、関連する省庁との連携でそういう方

向性を出していきたいと考えています。

さらに、地方公共団体の役害」が重要に

なつて来るということも強調されていま

す。こ承知のとおり行政改革の動きの中

で権限を国から地方へということが相当

強く求められてきました。しかし、文化

庁が直接目を光らせていないと地方では

文化財保護よりも開発の方に押されて文

化 L」I保護がおろそかになるのではないか

という専門家の方がたの指l商も強いもの

があります。とはいいましても、文化庁

だけが自分で何かをすると_iう 時代では

なくなってくるであろうということだけ

はあります。

もう一つの大きな流れは、いわゆる世

界遺産です。世界遺産制度の場合、大き

・「特徴は、その文化財だけではなく、そ

の周辺をバッフアゾーンとして守ること

が条件づけられていることがあります。

ところが、このバッフアゾーンという考

え方には、ヨーロッパ諸国とわが国とで

はまだ差があるような気がします、公的

であろうと私的であろうと立派な文化財

があればその周辺はそれにふさわしい環

境として守つていくことが当然という雰

囲気が∃―ロッパ諸国にはあるのではな

いかと思います。とは言いましても、日

本の世界遺産の登録はかなり成功してい

る方だと思います。指定されることによ

つてその重要性の認識が高まり、かつ守

つていこうという動きもかなり高まつて

きたのではないか。また、自分のところ

もぜひ入れてほしいという要望もありま

す。ですから、今後もこういう制度を契

機にして景観を守つていくことの重要性

が広がつていくことに努力 Lノていきたい

と思つていますc

経済状況が厳しいわけですが、日本が

文化を大事にする国になるんだ、そのこ

とが国民の求めていることなんだという

声が、もつと大きく上がるようにしてい

く努力を tノていきたいと考えている次第

です。

パネルディスカッション

建築家′/aaCa日」会長

内丼 昭蔵 氏

神なき時代のまつりはいかにあるべきか

最近では、まつりがある意味では盛ん

に行われていると思います。しかし、そ

れは私たちがかつて体験したまつりとは

かなり変わつてきた。変容してきたと思

います。その背景の一つに、まつりを成

立させていた地域社会あるいは「家Jと
いうものが崩壊したからではないでヒノよ

うか。

1956年から72年くらいまでの高度
経済成長の時代、都市化が急速に進展し

て農村人口を吸収し、地方の過疎化が進

みました。そして地方は高齢化のために

まつりの担しヽ手が減少してきました。―

方、大都市は、大量消費の場であり、情

報化の波が消費傾向を一層増進させ、大

衆消費社会の波におおわれました。日常

生活の中では常に消費が繰り返される。

正月行事や盆行事、結婚式なども商品化

さ/1aて しまつています。クリスマスやバ

レンタインデーなどは商品の年中行事と

いつてもいいと思います。さらに、まつ

りを支えていた要素、機能であるコミュ

ニティも消滅しました。つまり、都市化

はまつりの世俗化をもたらしたと言つて
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もいいと思います。

私たちの生活の中で八レとケ、まつり

と日常との対立が溶解してしまった。高

度成長期、国民所得と生活水準の向上の

結果、かつて八レだつたものが普段でも

経験できるようになつてしまつた。毎日

が八レの中の八レ。しかも、それは商業

化された八レである。

ハレの空間という問題に焦点を当てて

みると、都市は、かつてまつりのときに

しか接することができなかつた多種多様

な八レの空間が増えています。都市の原

点でもある盛り場では、欲望の刺激、開

放装置が用意されて視覚、聴覚、味覚、

嗅_‐t、 触覚、あらゆる感覚が動員さllて

強い刺激と開放感に満ちています。しか

も、情報化社会への移行が都市の盛り場

領域を拡大した。また、都市におけるま

つりは○○博覧会、□□の祭典などのか

たちで、―過性の巨大な、イベント化し

てきました。

景観の問題もあります。かつては、塚

の内外に多くの神様がいたと思います。

いろいろな場所場所に神様が存在して t′ヽ

た。そして、まつりはそれを中l‐Nにおこ

なわllてきました。しかし、都市化の波

の中でそういつたものも消えて―
~た
。ど

ちらが先かという問題はありますが、日

本の美しい伝統的な景観が、まつりとと

もに消えつつあります。その背景にある

のは、家と]ミュニティの構造が変わつ

てきたことにあるのではないでしょう

かc

こうした現在にあつて、商品化された

八レはどこまで人の心の奥底にある械

(けが)れを拭いさることができるかど

うか、なおせるかどうtlN、 人の心をいや

せるかどうか、そして精神を高揚させる

ことができるのかどうか。ここにカギの

一つがあるのではないかと思います。ま

た、神なき時代のまつりはいかにあるベ

きかも問題にすべきテーマだと思つてい

ます。神がそこに招か lLな くても地域が

まとまり、帰属意識を創出したり、発展

させたりするための運動が成立 し得る

か、地域社会のアイデンティテイが醸成

され、それが神になり得るかどうかを考

えていかなければならないのではないで

しょうか。



写真家 /小説家

浅井 惧平 氏

宇宙観のなさが景観もまつりも変えた

いま、神を知らな t′ 人ヽが増えたのでは

な_lか。つまり、神がいない。神という

言葉を使いましたが、宇宙観をもつてい

ないのではないか。これは、そういう景

観なり生活様式なり文化をもつていない

ということなのではないでしょうか。き

ょうテーマになつている景観とかまつり

という話しをする後ろ側では、宇宙観の

なさが景観もまつりも変えて tノまつたの

ではないかという感じをもつています。

人間の手の届かない宇宙の約束といい

ますか、拘束のようなものがせつかくあ

るとするならば、わllわれは、謙虚に畏

敬 (いけい)の念をもって宇宙と接しな

ければいけない。

その宇富に接する気持ちが、多分、普

段というものをつくってくれるという考

え方につながっていく。人生観といいま

すか、世界観につながつていくのではな

しヽか。だから、もう一度普段をとりもど

せば、きっと素晴らしいまつりがまつて

いるに違いないという感じがします。

八レの連続をLIIち切るといいますか、

普段を取り戻すための生き方を選択しな

いと、エネルギーが毎日のように拡散さ

れていくことになる。やはり、エネルギ

ーを溜めるためには、普段というものが

あつて、まつりのときには、という思い

をどこかに秘めていないとだめだろうと

思います。

(会場との意見交換の中で)一つ分か

つていることは、日本には様式の混乱が

あるということです。時代のつくつた様

式としヽうものがあり、その背後にはさま

ざまな文明、文化があるのですが、建物

と次の建物とのあいだに水るで脈絡がな

い、風景が非常に混舌Lしているというこ

とが起きています。シカゴにしろニュー

ヨークにしろ、ある種の混乱が起きてい

る部分はあるにしろ、一応、ある時代が

つくつた様式や都市のテイス トが残され

ています。

ですから、日本の風景を撮るときには、

極端な言い方をすると自分の概念や意識

を捨てないとシャッターを押せないとい

うつらさがあります。現実をレポー トす

るのであ/11ば、そのまま撮つていくしか

ないのです。

ランドスケープ アー
キテクト/
長岡造形大教授

上山 良子 氏

風土建築のガイ ドラインつくるべき

景観を考えるときには、土地の資源を

読みとり、記憶を伝承していくことが非

常に重用な要素の一つであると考えてい

ますが、地元の方がたは、土地の資源を

みていて、それも、ものすこくいいもの

を毎日みているときに、それが当たり前

だと思い過ぎているところがあると思い

ます。たとえば山があつて、山のすそ野

と田んぼがぴしつと切れているようなと

ころがあります。私どもから見ると、そ

llはすば l― しくきれいです。しかも、そ

こには植物も動物もたくさんいる。そう

いう里山の典型的な田園と山との接点を

みて、どこにでもあると見る人と、 しつ
かり守つていこうという人がいる。ここ

にポイントの一つがあると思います。

もう一つは教育の問題。教育という言

葉はよくないかもしれませんが、一人ひ

とりが資源であるということであり、ワ

ークシ∃ップが大事になつてくる。ワー

クシ∃ップの際、専門家と普通の人びと

の意識を一緒にするために、誰かがファ

シリケーターになつて、何がいいかを事

前につくつてしまう。ただし、見せない

でおく。専門家と―般の方がたとの間に

入りながら、後ろにもっている理想に近

づけていくのです。そういうやり方が今

までやつてみて最も良かつたようです。

そういうものがないと、バラバラになつ

てしまい、大切なものが見えなくなつて

しまいます。

そ/11と 、風景をつくるという意味から

いうと、風土建築をつくっていかなけれ

ばならないと思います。そのためには、

ここではこういう素材以外は使つてはい

けませんよというガイ ドラインはつくる

べきであり、それは建築叡に頑張つてい

ただかないといけない。

もう一つ、国際性というのは、非常に

土地的なものだと思います。そういう土

地の資源をみつけなければならない。そ

れを見つけるのは土地の方がただと思い

ます漬 源はぎつしり詰まつているのに、

みつからないから、すぐに風が抜けると

いうことになってきているのではないで

しょうか。

京都市歴史資料館館長

滋賀県立大教授

村丼 康彦 氏

神々は遠ざかり木に竹をつなぐ近代

戦後間もなく勉強し始めた世代は、江

戸時代につくられた村八分なんかをする

村の共同体的関係は封建的であって、イ

コール悪であり、こitを撲減することが

民主主義をつくり出すのに大事なんだと

いう認識がありました。つまり農村的な

ものは悪であると。実際には、高度経済

成長期に入つて、農村から若者が都会ヘ

吸い寄せられ、村には働き手がいなくな

つて、まつりを支える基盤が失われてい

たわけです。

それで都会粂出ていつた若者を引き戻

そうと tノたがそれもほとんどの過疎地で

は成功しなかつたといつていいと思いま

す。それに代わつて、交流人口の増力日と

いうことになり、田含でもイベン トが

次々に組ま rLてきました。

しかし、農業生産にもとづいていたま

つりは毎年繰り返し行われる必然性があ

つた。ところが、今日行われているイベ

ン トは、毎年安定的に行われていくとい

う条件がほとんどな t/ヽと思います。それ

をいかに恒常的な、安定的なものにでき

るか。それができたときにイベントがま

つりになつたという言い方もできるのか

もしれません。

また、まつりは祭事であり、その祭事

というのはいわゆる祭祀であると同時に

政治でもあったわけです。しかし、今日

では、そういうことは憲法違反というこ

とで排除されてきている。たとえば、文

化員オ行政を考えても、寺や神社を修理す

る際には信lrpゃ宗教性を取り除いて、あ

るいは脇において、これは文化員オである

という格好で扱う。そのようにして神々

が遠ざかつたり、あるいはなくなってき

たという感じがします。

(会場との意見交換の中で)近代以前

は、おそらくほとんど差のない、標準化
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された建物、農村があつたと思いますし、

それなりに街の性格規制のようなものも

あったと思います。

しかし、それは、建物はこういうふう

に建てなさいということではなく、たま

たまそれ以外の標準仕/1Xがなかつたと考

えた方がいいのではないでしょうか。そ

れが、近代になつてさまざまな建築素材

が出てきて、そこに本に竹を継ぐという

状況になつた。

俳侵 ′
′
エッl‐イス ト

渡辺 文雄 氏

まつりが似合う停まい、景観にしたい

私は東京の下田Iの生まれなのですが、

残念ながら、今やおまつりはないという

のが東京です。確かにたくさん人が住ん

でやつていますが、御興 (みこし)の担ぎ

手がいなくて、埼玉県や千葉県、神奈川

県などから担ぎ手を集めているわけです。

ですから、東京をもう一日本物のおま

つりが行わ/11る街にしたい。そういう侍

まい、景観をもつた街にしたい。

しかし、今のままの都市計画では、間

違いなく東京あるいは都会のおまつりは

皆無になると思つているところです。

また、街という入れ物に熱気や気がこ

もりにくくなりました。変に風通しがよ

くなつて、そういうものが全部隙間から

漏れてくる。そういう街になつています。

街だけではなくて、村も、音のように

中の熱気がぐつとこもるという構造では

なくなつた。そういう感じがして仕方あ

りません。

そのせいかどうかわかりませんが、食

と住が分離していて、街というのは間違

いなくお金を稼ぎに来る場所になつてい

るような気がします。最近の盛り場は通

いの盛り場です。だから、どうしてもそ

の日の現金収入のために八レをやってい

るという気がしてしようがない。

それを「目の前現金主義Jと悪口を言
つているのですが、本当の八レの世界に

|よ 「目の前現金主義」くらい似合わない

ものはないと思います。

おまつりも間違いなく生えてくるもの

だと思います。今は、置いてあるのが多

くなってきた。生えてきていない、根付

いていない。根付くということはちゃん

と芽が出て成長して、根も伸びるという

ことです。今は、置いてあるものと生え

ているものの差が見えなくなつていると

ころがあるのではないでしょうか。

(会場との意見交換の中で)景観を考

え、つくっていく際、最もベースになる

のは、所有感覚だと思います。これは自

分の高山だとか、私の乗鞍だとか。そう

思うとエネルギーが湧くんです。そして、

連帯観をつくる。日本人はそういう所有

感覚を持つのが下手ですが、ぜひもつて

いただきたいと思います。     M

198飛
騨高山aaca景観シンポジウムを共催して
高山市役所建設部都市計画課

建築係長

SUSUMU OZAKI

尾 崎  進
高山市77岡 I12]8
T=し 0577-32-3833

秋の高山祭りも終わつた 10月 29日 、

「まつりと景観」をテーマとした「第 10

回 98飛騨高山8ac環観シンポジウムJ
が社団法人日本建築美術工芸協会の皆様

のこ尽力により、小京都飛騨高山で450
名の大勢の方々の参加をいただき、盛大

に開催されましたことについて、厚くお

ネL申 し上げます:

昨年5月 、来年は8aCaシンポジウムを

高山で開催する事になつたか l―l仙台へ行

つてこいと言うことでした。岐阜県と共

催で開催すると言うことで、岐阜県土木

部建築課の方と仙台へ行くことになりま

した。

仙台は、「杜と景観Jをテーマに580
名の参加者を集めた盛大なシンポジウム

でした。事務局である仙台市役所の担当

の方のお話しを聞き、今まで開催された

大都市と違い6万フ千人の小都市の高山

で本当に開催出来るのか不安を抱きなが

ら帰つて来ました。

技llJ系である私にとつて何もかもが初

めてで、何から始めたら良いのか迷つて

いましたが、伊藤事務局長さんや県の建

築課の名村係長さんに、相談させて頂き

何とか開催の目途がたつてきました。

さて、開催当日一番心配していた参加

者も、ほぼ満席になり胸をなでおろしま

した。これはすばらしいパネラーの先生

方にお集まりいただいたおかげと感謝し

ております。

高山市では、古い町並みが住民先行の

形で保全事業が進められていましたが、

宮民共同して推進することで、高山市市

街地景観保存条例を定め地区指定を Lノて

きました。その一部が文部省により、三

日I伝統的建造物群保存地区に指定され、

「市民意識の高揚」と肺J度Jが相まつて古

い町並みの保全わり膜調に行われています。

しかし一方では市街化が進み、必ずし

も良い景観とはなっていません。昨年、

市内の用途指定の無い新宮町で、住民自

らが「自分たちのまちは自分たちの手で」

ということで自主規制を定めら/1tま した。

市民のこのような景観、まちづくりに

対する意識の高まつている時に、今回の

シンポジウムで各パネラーの先生方の貴

重なお話しや意見を拝聴することができ

本当に有意義なシンポジウムであつたと

思います。

このシンポジウムに際し、昨年開催さ

れた仙台市、aacaの方々、岐阜県、又

各種建築関係の皆さんに大変お世話にな

り感謝しております。

最後に、日本建築美術工芸協会の益々

の発展と今後のシンポジウムの成功を祈

念しヽたします。        M
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「まつりと景観」高山フォーラムに参加して
aaca会 員
クロタニコーボレーション

NOBORU OKAZAKI

岡 崎 格
東京都千代田区内神田]1515
TEL03-3292-0511

紅葉には、いま少 しの 10月 29日

「aaca」 第 10回フォーラムが飛騨高山

で開催された。午後 1時30分、会場の高

山市民文化会館ホールは満席の盛況で、

会長芦原先生には文化勲章受章のまこと

にお目出度い時のフォーラムとなり、岐

阜県知事 (代理 )、 高山市長、文化庁長官

各位からのこ祝辞もあり「aac8Jと し

ても、たいへん名誉ある会合となつた。

テーマの「まつりと景観Jは開催地高山

に極めてぶ、さわしいものであり、中味の

濃い文化の香り高い内容となつた。当会

の内丼コーディネーターから、まつりの

位置づけと歴史上の変化が興味深く述べ

られた。つづいてパネリス ト各位から豊

富な知識と情感あふれる意見発表があり

―
トーク

参加者の興味を呼んだ。当会の上山良子

先生、村丼康彦先生に写真家浅丼慎平氏、

エッセイス ト渡辺文雄氏の豪華な顔ぶれ

で、レベルの高いデイスカッシ∃ンは参

加者に共感を与えたものと思う。

休憩のあと参加者からの質問に応える

形で再開され開催地高山から、するどい

観点からの問い掛けがあり、さらにフォ

ーラムの内容が深まり、高い評価を得た

ものと思う。

翌30日 は快晴に恵まれ、さわやかな

飛騨路の散策にて、歴史的な陣屋跡をは

じめ興味深い建造物や田]並みに有意義な

時間をもつ事ができた。

地元の有カオーナー会社 (飛騨庭石、

中田金太社長)が最近建設した「祭りの

森、ジオ ドームJは投下資金 100億円と

も言われ、高山の荘厳な屋台をそのまま

に再現、展示してあり豪華絢1開「匠の技J

が今日に受け継がれている証明でもあつ

た。縁あつて、当社がジオ ドーム中心に

製作した金銀鋼の積み上げピラミッドも

(重量、金 1ト ン銀8ト ン銅 12トン)設

置してあり8aC8のみなさんに観ていた

だいた。

記念すべき 10回 目のaacaフ ォーラム

はテーマにびつたりの高山で2日 間に亘

る研修は、参加者の心に残る錦秋の一時

を味わうことができたことと思います。

心からの感謝とおネLを申し上げ結びとい

たします。

aaca会員 建築家
向杉山隆建築設計事務所

TAKASH1 lMASATO

今 里 隆
東京都千代日区永田町 2142
山王クランドビル 5階

TEL03-3580-3021

最近の日本の街並みを見ると、様々な

形や色をした建物が現われ、まるでおも

ちゃ箱をひつくり返したように思われる。

建物に自由なファサー ドを与え変わつた

建築物をつくる風潮が、ポス トモダニズ

ムの流行と共に現れ、設計者の主張ばか

りが目立つデザイン過乗Jな建築がもては

やされるようになつた。表面のデザイン

に凝り、その中に入る人間を無視 した

「人間不在の建築Jは、現時的流行が過ぎ

ると次の建物にとつて変わられる。この

ような繰り返しの建設行為が、建物を消

費物にしてしまい、巨大な消費物の並ぶ

退屈な街並みを形成することになつた。

建築は文化であり、商品ではない。気候、

風土、歴史、人間、様々な要素の上に構

築されるべきものである。日本という風

土の中で長い時間をかけて熟成された日

本建築を再認識し、次世代に残せる文化

としての建物、「日本独自のもの」をつく

っていかなければならいないと考える。

この様な観点から日本の文化の特質につ

いて以下述べることとする。

日本文化の最大の特徴は外国の文化を

積極的に取り入れ、同化してきたことに

ある。中国から伝わつた漢字から「仮名」

を発明し、仏教伝来と共に日本に入つて

きた唐時代の建築様式を、雨の多い日本

の気候に適合させ軒先を多く出すことに

より日本独自の建築美を作り出した。歴

史や風土、民族性に合うものを取捨選択

していきながら日本独特のものに純化さ

せていく作用をもつているといえよう。

非常に多様性がありながら、それがひと

つに日本的という意味で統一されている

珍しい文化である。

第二の特徴として、矛盾に満ちた調和

というべきものがある。ある音楽家が対

談の中で述べていたが、洋楽と邦楽の違

いは音と音との「間Jの取り方にあると

京都醍醐寺伝法学院施工中
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いう。正確にリズムが決められた洋楽と

違い、邦楽は歌い手や演奏する者がリズ

ムを自由に亥Jむことができる部分があり、

個々に任せられた「間Jのとり方により

洋楽上では考えられない組み合わせで並

んでいる音をも、心地好く間かせる。音

楽での 「間」は、絵画や書道における

「余自Jであり、建築においては、縁lBl、

回廊の存在となる。「間J、 「空間Jにより

矛盾しているものを繋ぎ止め、全体とし

て連続性のある形に完成させるのである。

第二に自然との繋がりの深さがある。

豊かな自然と四季の変化が、日本人の細

やな感性を発達させ、茶道、華道、文学、

美術を生む。京都御所の紫展殿は、前庭

に敷かれた自fl1/に 太陽光が反射し、建物

の奥まで光が届くようにつくられている。

京都醍醐寺霊宝館施正中

□



―
トーク

この光の取り入れ方 |よ建築における自然

と密接な感性の現われの一例といえる。

生活様式が大きく変化した現代におい

て、隣日Jでなければいけないと主張して

いるのではない。優れた日本文化を再認

識した上で、文化としての建築を考えて

いく必要があると考える。木造の日本建

aaca会員/建築家
l■l日本設計社長

TETSUO NAITO

内 藤 徹 男

東京都新宿区西新宿21 1
新宿三井ビル42階
TEL03-3344-2311

ヴォーリズを継いで
関西学院大学上が原キヤンパス再整備

関西学院大学は110年前にアメリカ南

部のメソジス ト教会によつて神戸に設立

された。昭和4年に現在の西宮に移つて

すでにフ0年、WM ヴォーリズによつ
て設計されたスパニッシュ ミッションス

タイルの校舎群は今も現役で、清冽なシ

ンメントリー配置の、深い緑陰の優美な

キャンパスは全国でも屈指のものだ。

私の住まいはすぐ近くにあつて、キャ

ンパスは庭つづきといった感じ。だから、

学生数が増えた30年、40年代に続々
と箱のような校舎が建つたとき、こんな

美しいところにナンデヤ |というのが若

い頃からの素朴な疑間。20数年前に、

縁あつてキャンパスの再整備に参画させ

て頂いたとき、今では学院の大切な資産

となっているスパニッシュ ミッシ∃ン
スタイルを5区使し、同時に、オリジナル

のキャンパス配置の骨格を生かしながら

整備しようと決意して、今日まで営々と

やつてきた。

とは言つても、同じスタイルを20年

も続けるには忍耐がいる。時にはガラス

築、社寺、書院、数寄屋、町屋、民家等

は、夫々日本の風景にぴたりとはまり込

んでいる。また最近建材によるシックの

回避という観点から木造は見直さ/rtつつ

あるが、風土に適した機能1生という点で

は他の材より優れている。技術者の不足、

防災上の問題等か l-9都心部で木造建築を

張りにしようか、アトリウムを造ろうかと

迷った Ill、 そんな人工的なものより、ここ

には本物の日当たりと緑と風があるでは

な_iかと、懸命に浮気の虫を封じてきた。

スパニッシュは大正から昭和にかけて

流行つたカリフォルニア渡来の建築様式

だ。ここ阪神間は六甲山を背にした、温

暖で雨の少ない、土も自くてカリフォル

ニアの明るさに似た土地柄。その頃は大

阪の富商たちが住職分離で阪神間に移り

住み、モダニズムをとり入れた生活文化

を享受した時代で、スパニッシュの邸宅

が盛んに建てられた。そこにヴォーリズ

氏の活躍があつたわけで、関西学院もそ

の時代の波の産物といえる。

スパニッシュ ミッシ∃ンスタイルの
後ろ半分、ミッションスタイルは 19世

紀後半にカリフォルニアで興つた歴史風

土的建築様式で、我国ではほとんど知ら

れていない。 18世紀の北米西海岸は未

だバッファローと原住民の楽園であつた

が、フランシスコ修道会が宣教活助を敢

行して、 18世紀後半からほぼ 100年間

で、サンディエゴからサンフランシスコ

の北方ソノマまでのあいだに、21のフ

ランシスカン ミッシ∃ン、つまり原住

残すことは難しいことであるが、日本の

文化を後世に繋いでいくために平成の木

造日本建築の傑作を残すことができれば

と思つている。それが吉田五十八に師事

し、日本建築の素晴らしさを学び、50
数年間建築の世界に携わつてきた私の使

命であると考える。

民の教化と生活指導の基地を設立した。

宣教師と原住民の建てた礼拝堂や施設

は日下しレンガ積みの粗末なものだが、

地震の多い地帯だけに、分厚い壁と無骨

なバットレス、小さな開口部が特徴で、

それが風土的なカタチになり得ている。

20年前に私は一つ一つを巡ネLしたが、

その行まいと共に、ミッションの悲劇の

歴史を知って、激しく心を動かされた、

この建築が原形となつて編み出さ71た様

式が、19世紀のミッションスタイルで、

学校や劇場、駅含などに多用された。

関西学院では、本体を堅固なミッショ

ンスタイルにして、玄関廻りにスパニッ

シュの繊細な装飾を施して、清潔な姿に

なるように努めてきた。先の阪神大震災

ではその効果は顕著で、キャンパスの地

境をA級の甲陽活Lll層 が走つているにも

かかわらず、70才のオリジナルと弊社

の手掛けた建物は無傷で、戦後の箱形校

舎はかなりのせん断損傷を受けた。

いま「100年建築Jが叫ばれている。

建築の技術や性能に100年のライフサイ

クルを求めているものだが、建築の様式

は、それをはるかに綾駕する生命力を宿

しているように思える。      |■

□

日図書館の背後に新図書館をシンメ トリーに造る スパニッシュ ミッションスタイルで統一した新校舎



時代の華一輪
aaca会 員 運営委員
デザイナー

KIYOSHI NACAHARA

永 原 浄
東京都板橋区成増23686
1E 03-3975-1800

鉛色のとろりとした海面に鯛釣舟が漁

をしている穏やかな瀬戸内を新岩国港ヘ

1時間20分の船旅をした。船内は数人

の客のみで静かな時間を楽しんだ。高松

でタクシー運転手は「最近は仕事が少な

く、橋が出来た頃は忙しく良かつたです

よ」と嘆き気昧に話していた。

同じ事を松山駅のタクシーからも聞い

た。いつか渡つた鳴戸大橋もそうなるの

だろうか。港に迎えの車が来ていて柳丼

の町に向かつた。

山陽道の古い小さな街を訪ねて見よう

とやつて来た。日本の古い街路、歴史の

街、日本のふるさと地図によくでている

街で、特に古い港に興味を持つているの

で訪ねて見た。そして竹原の町並みも。

どの町も一本路だけが対照で、日本映画

のセットのようにきれいに出来ていた。

街路ではガイ ドの後を中老年の男女の一

団が気憮るそうに歩いていた。軒並みに

同じような土産物が並べてあり、幾人が

中で買い物をしていた。ヨーロッパの古

い街路で見る光景とは違つて市丼の人の

活気に加えて観光の人々が添える空間の

風情が物足りなく、風景として感激を受

けなかつた。

竹原の人の勧めで尾道に降りてみた。

狭い巾の街で、小高い山に向かつて急斜

面に人家が押し迫つて建つていた。山頂

から見る瀬戸内の小島の重なりの夕暮ll

が美しい景色にしていた。左に目を移す

と新しい大きな橋が懸けられていた。瀬

戸内の風情が変わるだろうと感じながら

再開発ビルの間を通つてホテルに向かつ

た。出版物の案内の街路をたすねるのは

やめにしよう。一本の限定街路だけで全

体の景観の見えない街は寂しい。やはり

街路には家並みの間から地域の文化を感

じる息吹があつて欲しい。

1996年 6月 に有楽町駅前の戦後と変

わらない風景の反対倶1に巨大な建物が建

ったので見学に行つた。デザインはすで

に時代を離れているのを感じ、千億の都

税はいつ都民に還元されるのだろうか。

ランニングコス ト、メンテナンスチヤー

ジの事を思つたら気分が悪くなり友人建

築家と外に出た。

地球温暖化防止にCOPの 削減が叫ば

れ、電力のセイブ、街路灯は宇宙に光を

とばさないように光を下向きにと環境ガ

イ ドラインが作られている。それとは裏

腹に新都のイメージの夜景は光の ドーム

を誇 llし げにイラス ト化した記事であつ

た。本当に地球に加護さllている地球人

としてしつかりした文化を考えているの

だろうか。生命の営まねている自然を持

った人間として21世紀は確かな環境を

整え22世紀の子孫に受け渡して行く勤

めが文化ではないかと。路傍に咲く―輪

の花はしやぎ立ず、そそとして人の心に

潤いを与えてくれる、そんな物造りであ

りたい。 ロ

泉佐野市公園墓地モニュメント「風」 プロバンス、サンポールドバンスの街路
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審査委員長 (aaca副会長 )

審査委員 (aaca理事 )

(aaca週輩纂)

(aaca週:重婁)

(aaca理事 )

グスト審査員 (aaca会員 )

審査経過報告書
審査委員長 i内丼 昭蔵

第8回 AACA賞は例年よりも 1ケ月早
く応募をしめ切つた。これ |よ毎年現地審

査の時間が充分にとれずスケジュールを

こなすことが困難であつたからである。

今回の応募は全国から21点であつ

た。 (後で 1点は辞退 )

また、本年度より審査の方法を手直し

をすることとした。まず、ゲス ト審査員

を毎回新たに加え、審査の巾を持たせ、

併せて新味を加えることとしたこと、更

に、自薦、他薦の応募作品だけではなく

審査員会の推薦作品も審査対象に加える

ことで更にAACA賞 の質を高めること
にした。

本年度のグス ト審査委員こは、写真塚

の村丼修氏にお願いした。

第 1次審査会は 10月 14日 に開催し提

出された応募作品を慎重に審査し、候補

作品を3点に絞り、現地審査に付するこ

ととした。現地審査は審査委員が複数で

当り10月 25日 、11月 8日 、11月 19日

に行い ]]月 20日 最終審査会で「モエ

レ沼公園」に本年度AACA賞を「豊橋
東口駅前広場Jに本年度AACA特別賞
を贈ることに決定した。

AACA賞 モエレ沼公園
審査員 :澄川 喜―

183haのモエレ沼はゴミ集積による

埋め立てと同時に公園整備として彫亥」家

イサム・ノグチ氏のマスタープランによ

る工事が進められ6害」余が完成、今年7

月オープンした。

遊具エリア・水深30clnの徒歩池・雄

大な稜線を持つプレイマウンテン、それ

に連なるテトラマウンドは、三本のステ

ンレス円柱を空中で結合させ、三角錐の

強い緊張感を倉」出、内懐にふくらみのあ

対象件名 :モエレ沼
/AN園

受 賞 者 :設計 札幌市

る土盛りの円形を包括し、鋭い直線と曲

面を交Tさせており見事である。フレイ

マウンテンの広がりのある階段状の石積

みの三角形と、のびやかな稜線への共鳴

感は特に美しい。

ミュージュックシェルや諸施設は総て

自然と造形物が共生するよう配慮され、

優れた環境となつている。自然と人間の

関係が密になる、大地に亥Jまれた大きな

彫刻である。

素晴らしい計画が一日も早く完結され

ることを期待 したい。AACA賞 に最適
の造形である。

内丼 昭蔵
曾田 雄亮
榮久庵憲司

近江  栄
澄川 喜―
村丼   修

アーキテクト・フアイブ

監修 イサム・ノグチ

f鳳 ∵

撃警電鰯疇
~ 
♂:
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対象件名

作 者 名

AACA特別賞 豊橋東口駅前広場
審査員 :栄久庵憲司

「センスとコラボレーションの勝利J

JRの ターミナルビル中心の駅前開発

は無個性化に成功した好lylである。成功

の要因をあげて見よう。

●市民が一体化を強くのぞんでいた背景

のパワー。

●市当局、鉄道各社の利害が一致し、広

く基本案を内外に募集したこと。

●市が中心となり、鉄道、第ニセクター

の協調が得られたこと。

●基本案が優れ、それに進行が沿つたこ

と。

●総合計画に必要な多岐にわたつた分野

の再編成再統合に成功したこと。

●プロデューサーシステムを活用し、そ

れぞれの持分の性格を保持しながら、

その総合があらたな性格を生んだこと。

●関係各社、基本計画会社、照明会社、

彫亥J会社、サイン会社、ス トリー トフ

ァニチュア会社、ランドスケープ会社

等々をつなげ、ちぐはぐを防ぎ深みの

ある結果を生み出したこと。コラボレ

ーシ∃ンの成功。

●運輸、土木の諸関係のコラボレーシ∃

ンに成功し、人工地盤の成立、都市運

輸の解決に功を奏したこと。

●複雑な人の流れをスムーズにし、新し

い駅前をデザインすることが出来たこ

と。

●一日の変化、四季の変化の反映のある

広場となり、行き交う人々が美しく、

かつフアッショナブルになつたこと。

●規制等行政上の難問解決に努力し、こ

れによる地方自治体の訪間が多いこと

はあ響力のいかに大きいかを示してい

る。

ゲス ト審査員として

ゲス ト審査員 i村丼 修

この賞の選考委員へお誘いを受けた時、

その重責に不安を抱きましたが、40年

余カメラを通して建築や美術の現場に立

ち会った体験が、少しはお役に立つのか

もと僣越ながらお引受けしました。

選考に際して、環境をつくる装置とし

ての建築、美術、工芸、それぞllの作品

が対等な立場で共存して、新しい空間の

倉J造を促すという本協会の主旨を大切に

しました。

応募全体を通して、個の作品として優

れてはいるが、協調という面では少々も

の足りなさを感じましたが、その中にあ

って「モエレ沼公園Jは世界に誇りうる

作品であり、協会賞に全く適合したもの

だと思いましたし、また、その自然環境

に対して、都市環境への提案として「豊

橋東口駅前広場」わ`特別賞として相応し

く思いました。

:豊橋東口駅前広場

:日本技術開発+デザイングループ
デザイングループ :都市・建築計画研究所

フェイズアソシエイツ

ライシ ングプランナーズアソシエーツ

アートフロントギャラリー

デザイン監  修 :宇野 求・面出 薫・北川フラム
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